
個人トータル表

男子 令和8年2月14日 15:50 開始

２回戦

◎ 34 12
111 34 9 54

19 21
24 12

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 鈴木　勇功 2 0 1 0 1 * 0 森　暖琉 6 0 3 0 1

* 5 中村　颯斗 14 2 4 0 0 2 西田　尚生 2 0 1 0 0 TO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 大森　来玖 11 1 4 0 4 * 4 山村　俊輔 0 0 0 0 0 TeamA : : : : : : : : :

* 7 新井　伸之助 19 1 7 2 1 * 5 岡田　武士 7 0 3 1 0 TeamB 5:58 : 22:17 32:38 : : : : :

* 8 佐藤　久遠 2 0 1 0 0 9 田中　元稀 0 0 0 0 2

* 9 エトゥ　ブワシャ　エノック 4 0 2 0 0 11 木戸　大翔 0 0 0 0 0

10 香月　遥斗 15 0 7 1 2 13 山本　悠空 0 0 0 0 0

11 峰崎　仁 2 0 1 0 2 * 14 伊東　直 11 3 1 0 2

12 上羽　俊太朗 8 0 4 0 1 19 鈴木　渉太 0 0 0 0 0

13 八重樫　志温 0 0 0 0 0 20 小田　菖太 6 0 3 0 1

14 髙森　央 6 0 3 0 1 29 橋本　一輝 10 1 3 1 0

15 笠置　奉生 7 1 2 0 0 30 橋本　瑞希 0 0 0 0 1

16 朝田　勇希 19 5 2 0 0 * 44 阪本　渉 8 0 2 4 1

17 羽生　敦城 2 0 1 0 1 45 北口　颯大 0 0 0 0 0

18 伊保　日楽 0 0 0 0 1 88 里見　伊織 4 0 2 0 1

ｺｰﾁ 大澤　徹也 ｺｰﾁ 米田　裕昭

Aｺｰﾁ 山﨑　健太郎 Aｺｰﾁ 松相　克武

合　　　計 111 10 39 3 14 合　　　計 54 4 18 6 9

クルーチーフ： 山　下　大　輔

1stアンパイア： 平　出　圭　佑 2stアンパイア： 梶　谷　幸　平 戦評： 記録： 県立明石高等学校

３・４Q

戸屋　龍介

１・２Q

第36回近畿高等学校バスケットボール新人大会
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得点経過 東山 市立尼崎

〔 戦 評 〕

【第1Q】

両チームともハーフコートのマンツーマンディフェンスでスタート。東山は＃9エトゥのゴール下にボールを集

めリードを奪う。市立尼崎は思い切りのいい1on1から#14伊東が3Pシュートを決めるなど、東山に対抗する。

しかし東山は次々と速攻を繰り出し、#5中村や#6大森が得点、一気にリードを奪って34-12として第1Qを終え

る。

【第2Q】

2クォーターになっても東山は攻撃の手を緩めず、市立尼崎の3-2ゾーンディフェンスをハイポストから攻略、

#7新井の3Pシュート、#10香月のゴール下などリードを広げる。市尼は#14伊東の3Pシュートで食い下がるも、

東山が仕掛けたオールコートプレスにターンオーバーを連発し、苦しい戦いが続く。東山は#12上羽のドライ

ブなどでさらにリードを広げて68-21とし、前半を終えた。

【第3Q】

市立尼崎はマンツーマンディフェンスに戻して、粘り強い守備を続ける。市立尼崎は#4山村のシュートブロッ

クやディフェンスリバウンドの奮闘により、徐々にオフェンスのリズムが戻り、#20小田の速攻や#29橋本の3P

シュートで追い上げる。しかし、東山は#16朝田が2連続3Pシュートなどで市立尼崎の反撃を押しもどし、87-

42として最終クォーターへ向かう。

【第4Q】

4クォーターでは東山のベンチメンバーが躍動し、#14高森、#15長谷川、#16朝田がジャンプシュートや3P

シュートを次々と決める。市立尼崎も#5岡田や#88里見がスティールから得点するも、東山はさらにリードを

広げ、111-54として準決勝へと進出した。


